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作業学習 
知的障害 

特別支援学級 
安芸高田市立甲田中学校 

指導者 井上 翔太 

 竹本 真弓 

    

  あじさいファクトリー 振って眺めて楽しい！キラキラハーバリウムをつくって販売しよう！ 

～実態に合わせて内容を分けた協同的な作業学習の取り組み～ 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
主体性 

日時 令和元年10月 17日（木） 第２校時 ９：30～10：20 

学年 第２学年２名，第３学年１名 計３名 

１ 題材観 
特別支援学校指導要領解説各教科等編（小学

部・中学部）において「作業学習は，作業活動を
学習活動の中心にしながら，児童生徒の働く意欲
を培い，将来の職業生活や社会的自立に必要な事
柄を総合的に学習するものである。」と示されて
いる。 
本校では，職員室に作業内容募集の案内を配付

し，職員から作業依頼をしてもらい，納品する学
習を行うなど，作業学習を通して生徒の勤労感を
育成することができる学習を工夫し，納品したと
きに依頼を受けた職員にアンケートに答えてもら
うことで，自分たちの製品作りへの有用感や，次
回の製品作りへの改善点を把握することで，意欲
的に活動することができるように学習を計画して
いる。 
本題材では，ビーズや貝殻，造花などの小物を

瓶に入れ，洗濯のりを使ってハーバリウムづくり
を行う。それぞれに素材を分けたり，計量したり，
数を数えたり，入れたりするなど，生徒の得意な
ことを活用しながら工程を分けることができる題
材である。また，ビーズなどの素材の数を数える
作業では，ホワイトボードに提示してある素材の
情報を読み取り，自分で判断して作業することや
友だちにていねいな言葉づかいで依頼する場面を
設定することができる。また，ハーバリウムづく
りの仕上げとして，ネイルグリッターを計量して
入れ，洗濯のりを入れる作業や，ラッピングする
作業では，検品したり，分からないところについ
て指導者に適切に援助を依頼できたりする場面を
設定することができる。さらに，素材を色ごとに
分ける作業と，素材を瓶に入れる作業，製品情報
を記載したビニールタイづくりでは，自分で分か
って行動できることや，作業が完了したときや失
敗してしまったときに，報告・相談ができる場面
を設定することができる。 
ゴールをわいわい祭（町内のお祭）や梨咲祭（文

化祭）での販売とすることで，身近な題材である
と感じ，意欲的に取り組むことができる題材であ
る。 

２ 生徒観 

本学級の生徒は，学習に意欲的に取り組み，それ

ぞれが苦手としていることにも，お互いに助け合う

など，あたたかい雰囲気で学習をすすめることがで

きる。 

 各生徒の実態は次のとおりである。 

（Ａ）指示されたことを素直に受け止め，何事にも

意欲的に取り組むことができる。昨年度の作業学習

では，最終の検品を担当するなど高度な技術をもっ

た上級生の姿を見ており，作業学習に憧れをもって

取り組んでいる様子が見られる。しかし，指示され

た内容が複数になると，一度に記憶できず，何をし

てよいか分からないときがある。また，分からない

ときや困っているときに，自分から援助を求めるこ

とに難しさがあったり，作業内容に細かい変更があ

ったときには，勘違いをしたまま気付かずに作業し

たりするなど，集中力に課題がある。 

（Ｂ）繰り返し練習をして習得したことについては，

自分から行動することができる。また，作業が終了

したら報告することなど，作業の取り組み方などは，

一度理解すると自分から行うことができる。キラキ

ラしたものが好きで，ハーバリウムを光に透かして

見ながら喜んでいる姿も見られる。しかし，手指の

巧緻性の課題から，細かい作業には難しさが見られ

ることがある。また，長時間の作業では集中力が続

かないなどの課題がある。 

（Ｃ）繰り返し練習して，習得したことについては，

自分から行動することができる。また，一人ででき

たことから自信を得て，作業することへの意欲を高

めながら活動することができる。また，素材を同じ

形で分けたり，同じ色で分けたりするなどの活動を

得意としている。一方，周囲の音などの刺激により

注意が途切れてしまうことが多い。また，手指の巧

緻性の課題から，ねじを回すなど指先に力を入れる

活動には苦手意識がある。10 までの数について数

えることはできるものの，複数の作業を伴いながら

数えることに関しては難しさがある。 
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４ 指導計画（全23時間） 

 

次 時 学習内容 

１ １ ハーバリウムの作り方を知ろう 

２ ３ ハーバリウムづくりの準備をしよう 

（素材を分けたり，集めたりする） 

３ ５ ハーバリウムを作って，職員室の先生にアンケートをとろう 

４ ８ 

（本時４／８） 

販売に向けてハーバリウムをつくろう 

５ ２ つくったハーバリウムをラッピングし，販売の準備をしよう 

６ ４ 販売しよう 

 

 

５ 題材の目標  

・作業工程や自分の役割を理解し，積極的に作業に取り組むことができる。 

・支援具などの正しい使い方を理解しながら，作業に取り組むことができる。 

・はっきりとした声で報告したり，必要に応じて相談したりすることができる。 

 

 

 

 

３ 指導観 

作業学習の流れをパターン化したり，工程ごとに環境設定を行い，自分で分かって動ける場面を

設定したりする。また，作業学習で何を学ぶか，絵カードを使いながら確認させることで作業への

意欲を高めさせ，学習内容を意識させる。さらに，教員からのアンケートによる肯定的な評価等を

活用するなどして，働く意欲を醸成させたり，改善点等の課題を明確にさせたりする。 

（Ａ）については，必要な素材を数字で表したカードを手元に置くことにより，素材を確認し，自

分で判断しながら進めることができるようにする。また，失敗したときなど自分で判断ができない

ときには，指導者に自分で相談に行くように学習のルールを提示する。なお，作業の内容が変わる

ときには，作業する場所を変えるなどして，作業内容の変化をつかみやすいようにする。 

（Ｂ）については，相談や報告に行く時に，自信のなさから声の大きさが小さくなることがあるの

で，声の大きさを数字で段階的に表したカードを使い，大きな声で報告ができるように意識付けを

させる。また，情報を記憶しておくことの難しさから，必要な素材を視覚的に示し，終わったもの

は，ホワイトボードの右側に貼り直すなど一つ一つ確認ができるようにする。また，指先の巧緻性

の難しさから細かい作業を苦手としているので，つかみやすい素材である丸型，星型のビーズなど

も取り入れる。 

（Ｃ）については，活動には意欲的であるものの，集中力が長続きしにくいことから，作業内容を

複数用意し，目先を変えたり，次の作業を行う人に作業を依頼するなど，人と関わる場面を設定し

たりするなどして，作業への集中力を持続させるように工夫する。また，数字を記憶しながら作業

することに難しさがあるので，数字の示してあるカードを使用したり，作業が完了したものを置く

シートに数字を示したりするなどして，依頼された個数を正確につくることができるように支援す

る。 
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６ 題材の評価規準  

 評価規準 指導内容 

Ａ ○ホワイトボードを見ながら，作業工程を確認

し，集中して作業に取り組んでいる。 

○道具の正しい使い方を理解しながら，作業に

取り組んでいる。 

○分からないことや困ったことがあったとき

に，自分から相談している。 

・〔職業・家庭〕 

職業分野 ２段階 Ａ職業生活 ア（ウ） 

・〔職業・家庭〕 

職業分野 ２段階 Ａ職業生活 イ（ア）○エ  

・自立活動  

６コミュニケーション（５） 

Ｂ ○作業内容を理解し，手順に沿ってていねいに

作業を行っている。 

○道具を適切に使って作業している。 

 

○作業が完了したときには，はっきりとした声

で報告している。 

・〔職業・家庭〕 

職業分野 １段階 Ａ職業生活 ア（イ） 

・〔職業・家庭〕 

職業分野 １段階 Ａ職業生活 イ（ア）○エ  

・自立活動  

５身体の動き（５） 

Ｃ ○作業工程における自分の役割を理解して，作

業を行っている。 

○道具の正しい使い方を理解しながら，作業に

取り組んでいる。 

○分からないときや失敗したときに，指導者や

支援者に促されれば，相談したり報告したり

している。 

・〔職業・家庭〕 

職業分野 １段階 Ａ職業生活 ア（ウ） 

・〔職業・家庭〕 

職業分野 １段階 Ａ職業生活 イ（ア）○エ  

・自立活動  

３人間関係の形成（１） 

 

７ 本題材において育成しようとする資質・能力とのかかわり     

 育成したい資質・能力 ◇目指す生徒の姿  

価
値
観
・
倫
理
観 

 ③主体性 

Ａ 

◇ホワイトボードを見ることで作業工程を理解し，分からないことや

困ったことがあったときに自分から相談して作業に取り組んでい

る。 

Ｂ 
◇ホワイトボードを見ることで自分の役割を理解し，手順に沿ってて

いねいに作業している。 

Ｃ 

◇他の生徒の作業工程表があることにより，自分の作業とつながって

いること，また，作業場所によって自分の役割が変わることを理解

して作業に取り組んでいる。 

 

８ 本時の目標 

（１）全体の目標 

 ○ 作業に積極的に取り組み，自分の役割を最後まで果たすことができる。 

 ○ 適切なタイミングで報告・相談をすることができる。 
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（２）個別の目標 

生徒 これまでの様子 目標 

Ａ 
・与えられた作業については，ホワイトボードを見ながらてい

ねいに作業ができるものの，作業時間が長くなると，集中が

続かなくなったり，細かいところが雑になったりする。また，

作業の内容が変わっても思い込みからそれまでに行っていた

作業の内容で製品づくりをしてしまうことがあったり，それ

までの工程の中で間違ったまま作業が進んだりしているとき

でも，指摘できないことがあった。 

・ていねいに最後まで集中して 

作業し，指導者に検品しても 

らう前に間違っていることが 

あれば報告することができ 

る。 

 

・自分の役割の工程が完了したときには，はっきりとした声で

報告することができたものの，分からないときや失敗したと

きに，自分から相談できないことがあった。 

・ホワイトボードを見ながら作 

業に取り組み，分からないと

きは，相談することができる。 

Ｂ 
・作業内容や作業の終わりを概ね理解し，ていねいに作業しよ

うとする姿勢は見られたものの，細かい作業への苦手意識や

疲れやすさなどから，作業時間が長くなると仕上がりが雑に

なるなどすることがあった。 

・作業工程が示してあるホワイ 

トボードを見て，作業工程を 

理解しながら作業に取り組む 

ことができる。 

・同じ作業を繰り返して行うことにより，作業内容を理解し，

自分から考えて行動できる場面が多く見られた。しかし，作

業内容が一部変わるなどしたときにどうしたらよいか分から

ず，相談することも難しいことがあった。 

・自分で作業の完了が分かり，

「できました。」とていねい

な言葉遣いで報告すること

ができる。 

Ｃ 
・繰り返し作業を重ねて，自分で考えて作業ができたときには，

達成感を感じて喜ぶ姿が見られた。しかし，作業時間が長く

なったり，作業学習とは関係のないところで，自分の想定外

のことがあったりすると気持ちが向かいにくくなるなど，気

持ちにムラがあるときがある。作業内容を複数準備すること

で気持ちを切り替えて作業に向かうことができる。 

・作業場所が変わることによっ 

て作業内容や自分の役割が変 

わるということを理解し，作 

業することができる。 

 

 

・作業に達成感を感じているときには，はっきりした声で報告

したり依頼したりすることができるものの，気持ちにムラが

あるときには，それを引きずって報告したり依頼したりする

声が小さくなることがある。 

・「お願いします。」とていねい

な言葉遣いで依頼すること

ができる。 

 

９ 準備物 

  作業日誌，名札，ハーバリウムの素材，容器など 

 

10 学習過程（別紙参照） 
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11 教室内の配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出
入
り
口 

黒板 

指導者 

Ｃ Ａ Ｂ 

個々の活動内容 

作業学習で

大切にした

いポイント 

作業ファイル入れ 

机 

仕上げの依頼 

学習

の 

流れ 

作成した 

個数 

イイネ 

ポイント 

瓶詰めの依頼 

作業完了の報

告・次の作業

内容の把握 

机 タイの作成 机 

介助員 

タイの作成 

机・作業台 

机 

作業完了の報告 

本日の作業でがんばりたいこと 

キラキラハーバリウムをつくろう。 
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作業日誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ・Ｂ Ｃ 
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10 学習過程 

学習活動 指導上の留意事項（□課題，○支援，☆評価）  

Ａ Ｂ Ｃ 
全体における 

留意点 

１，あいさつをす
る。 

 
 

休憩中に，作業ファイル，作業日誌，名札を準備しておく。
チャイムが鳴ったら，号令をかけて始業する。 
 
 

１，安定した状態で
始業できるよう
言葉掛けをする。 

２，活動内容を確
認し，作業日
誌を記入す
る。 

（５分） 
 

○本日つくる製品の内容や目標数を把握する。 
○それぞれの活動内容を印刷したものを掲示する。 
○実態に合わせて表記の仕方を変える。 
 
 

２，全員で協力して
ハーバリウムが
完成するという
ことを確認する。 

３，作業学習で大
切な四つのポ
イントを確認
する。 

（２分） 
 
 

 
 
 
 
 
○イラストつきの掲示物で視覚的に情報を伝える。 

３，順番に答えさせ
る。 

 
 
 
 

４，本日の作業で
がんばること
を発表し，共
有する。 

（３分） 

○ホワイトボードに，それぞれのがんばることを書いて示す。 ４，友だちのがんば
りをしっかり見
ながら作業する
ように伝えるこ
とで，作業学習へ
の意欲を高めさ
せ，全員が協力し
てハーバリウム
が完成するとい
う意識をもたせ
る。 

５，作業準備をす
る。 

（３分） 
 

○それぞれの作業内容に合わせて道具の場所を変え，自分で
判断して準備ができるように支援する。 

５，道具の場所を指
示する。 

６，作業を行う 
（25分） 

・グリッターを 
入れる。 

・材料を数え，ト 
レイに入れる。 

・材料をつめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○分からなくて固
まっているとき
には，支援者が
必要に応じて声
かけをして，指
導者に援助依頼
に行く意識をも
つように支援す
る。 

 
○グリッターに数
字を記入し，自
分で判断しなが

 
 
 
 
 
 
 
○必要な材料の情報
や個数などをイラ
ストを使って視覚
的に示すなどの支
援を行う。 

 
☆作業工程が示して
あるホワイトボー
ドを見て，作業工
程を理解しながら
作業に取り組むこ
とができたか。 

 

 
 
 
 
 
 
 
○必要な材料を
トレイに入れ
て分けておく
など，材料が混
同しないよう
に支援する。ま
た。トレイの数
が増えても作
業内容の書い
てあるホワイ
トボードと他
のトレイが混
ざらないよう

６，うまくできてい
る点はほめ，集中
した雰囲気の中
で学習する良さ
を感じ取らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホワイトボードを
見ながら作業に取
り組み，分からな
いときは，相談す
る。 

作業工程が示してあ 
るホワイトボードを 
見て，作業工程を理 
解しながら作業に取 
り組む。 

作業内容を理解
し，ていねいに作
業する。 

正しい姿勢で

作業する 

自分から質問

する 

大きな声で報

告する 

正確に作業す

る 
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・指導者に検品し 
てもらい，合格
した製品は，洗
濯のりを入れ，
仕上げをする。 

・材料の入ったト 
レイをCに容器 
につめてもらう 
依頼をする。 

・素材をつめた容 
器をAに仕上 
げを依頼する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・グリッターを入 
れ，仕上げる作 
業に取り組む。 

・作業の完了を指 
導者に伝え，次 
の作業内容（材
料を選ぶ作業
か，タグをつく
る作業か）を 
把握する。 

・製品表示をビニ 
ールタイにつけ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら作業できるよ
うに支援する。 

 
☆手順書を見なが
ら作業に取り組
み，分からない
ときは，相談す
ることができた
か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○足型を示し，立
ち止まって報告
ができるような
環境を整える。 

 
☆「できました。」
とていねいな言
葉遣いで報告す
ることができた
か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
○素材の種類や個
数を視覚的に示
すことにより，
仕上げて自分で
検品ができるよ
うに支援する。 

 
☆ていねいに最後
まで集中して作
業し，指導者に
検品してもらう
前に間違ってい
ることがあれば
報告することが
できたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ホワイトボードを
置く場所，トレイ
を置く場所を示
し，作業内容が混
同しないようにす
る。 

 
☆「お願いします。」
とていねいな言葉
遣いで依頼するこ
とができたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
○声の大きさが小さ
いときには，声の
大きさを図で示し
たカードを使い，
声かけする。 

 
○ビニールタイをつ
くる作業に移行す
るタイミングは指
導者が指示する。
また，作成する個
数も示し，終わり
が分かりやすいよ
うに支援する。 

 

に環境設定す
る。 

 
○空の瓶を置く
位置や作業ス
ペースなどを
視覚的に示す。 

 
☆作業内容を理
解し，ていねい
に作業するこ
とができたか。 

 
 
 
 
 
 
 
○立ち止まって
次の作業の依頼
ができるように，
足型のシートで
立つ位置を示し
たり，まっすぐ立
っている様子を
視覚的に表して
伝えたりする。 
 
☆「お願いしま
す。」とていね
いな言葉遣い
で依頼するこ
とができたか。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
○ビニールタイ
をつくる作業
に移行するタ
イミングは指
導者が指示す
る。また，作成
する個数も示
し，終わりが分
かりやすいよ
うに支援する。 

 
☆作業場所が変
わることによっ
て作業内容や自
分の役割が変わ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
作成するビニー
ルタイの個数を
視覚的に示すと
ともに，介助員と
共有し，正確な個
数作ることがで
きるようにする。 

 
 
 
 
 
 

作業場所が変わる 
ことによって作業 
内容や自分の役割 
が変わるというこ 
とを理解し，作業 
する。 

「できました。」と 
ていねいな言葉遣 
いで報告する。 

「お願いします。」 
とていねいな言葉 
遣いで依頼する。 

自分で作業の完了 
が分かり，「できま 
した。」とていねい
な言葉遣いで，報告
する。 

ていねいに最後ま 
で集中して作業 
し，指導者に検品 
してもらう前に間 
違っていることが 
あれば，報告する。 

「お願いします。」 
とていねいな言葉 
遣いで依頼する。 



－9－ 

 

 
 
 
 
 
 
 
・製品の完成状況 
によって指導者
が指示した１～
３の作業内容に
取り組む。 

 
 
 
 
 
 

☆自分で作業の完了
が分かり，「できま
した。」とていねい
な言葉遣いで報告
することができた
か。 

 

るということを
理解し，作業する
ことができたか。 
 

７，片付ける 
（３分） 

 
 
 
 
 
 

○作業終了を指導者が伝え，決まった位置に作業道具を片付
けさせる。 

 
 
 
 
 

 

６，片付けが終了し
たら，報告させ
る。（片付けが終
了した生徒から
振り返りを行う
ように言葉掛け
をする） 

 
８，日誌の記入を

行い,学習の
振り返りをす
る。 

（５分） 

 
 
 
☆本時の学習を振り返り，ていねいな字で日誌を記入するこ 
とができたか。 
 

８，作業学習で大切
な四つのポイン
トに即して振り
返りをさせる。 

９，日誌を指導者
に見てもら
い，評価のコ
メントをもら
う。 

（５分） 
 

 
 
 
☆ていねいな言葉遣いで日誌を提出することができたか。 

９，本時のがんばり
や次回の課題を
一人一人にてい
ねいに伝える。 

10，本日の作業
について相
互評価をす
る。 

○ホワイトボードにそれぞれのがんばることを視覚的に示
す。 

10，本日の作業で
のがんばりが
肯定的に評価
できるように
する。 

11，あいさつ 
 

○必要があれば，姿勢を正すように言葉掛けをする。 
 

 

 
 

 

ていねいな言葉遣いで日誌を提出する。 

本時の学習を振り返り，ていねいな字で日誌を記入する。 


